
Ⓒ 彩夏ちゃん 

 

 
 

 
 

日頃から市政に対しご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
昨年、新聞報道等でも大きく取り上げられましたが、人口減少が大きな社会問

題として懸念されています。 
 
本市においても、将来的には人口減少することが想定されており、皆様が本市

への定住や子育てに関することなどについてどのようなご意向をお持ちかお伺
いしたく、本調査を実施することといたしました。 

 
ご回答は全て統計的に処理しますので、ご回答いただいた方にご迷惑をおかけ

することは一切ありません。 
お忙しいところ誠にお手数をおかけしますが、本調査にご協力くださいますよ

う、よろしくお願いいたします。 
 

平成 27 年７月 

朝霞市長 富岡 勝則  

 

◇記入についてのお願い◇ 

１. お名前やご住所を書いていただく必要はありません。 

２. ご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒にこの調査票を入れ、切手をはらずに 

７月 29 日（水）までにポストに投函してください。 

３. 調査結果につきましては、朝霞市のホームページで公表する予定です。 

http://www.city.asaka.lg.jp/ 

 

問い合わせ先 朝霞市役所 政策企画課 

TEL 048-463-3089（直通） 

FAX 048-467-0770（代表） 
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各設問について、次の中からあてはまる番号を回答欄に記入してください。 

 

問１ あなたのお住まいの地域は次のうちどこですか。 

１ 青葉台      ２ 朝志ヶ丘   ３ 大字上内間木    ４ 大字下内間木 

５ 大字台      ６ 大字根岸   ７ 岡（大字含む）   ８ 北原 

９ 幸町       10 栄町     11 泉水        12 田島（大字含む） 

13 仲町       14 西原     15 西弁財       16 根岸台 

17 浜崎（大字含む） 18 東弁財    19 膝折町       20 本町 

21 溝沼（大字含む） 22 三原     23 宮戸（大字含む） 

24 陸上自衛隊朝霞駐屯地        25 市外 
 

問２ ご回答いただく方の性別は。 

１ 男性           ２ 女性 

 

問３ ご回答いただく方の年齢は。 

１ 24歳以下  ２ 25～29歳  ３ 30～34歳  ４ 35～39歳  ５ 40歳以上 

 

問４ あなたの世帯の就労の状況について教えてください。 

１ 共働きである      ２ 共働きでない      ３ その他（       ） 

 

＜あなたの世帯で就労されている方についてお聞きします。（問４で「１ 共働きである」を選んだ方は、

お二人のお仕事それぞれについて「Ａ」「Ｂ」に分けて記入してください。＞ 

問５ 主な職業は。 

１ 農業          ２ 自営業         ３ 会社員・団体職員 

４ 公務員         ５ 会社や団体の役員    ６ パート・アルバイト・内職 

７ その他（具体的に：                ） 

 
 
 
 

問６ 自宅から通勤先まで、どれくらい時間がかかりますか。 

１ 15分未満       ２ 15～30分        ３ 30分～１時間 

４ １時間～１時間 30分   ５ １時間 30分～２時間   ６ ２時間以上 

 

 

問７ あなたの現在のお住まいは、次のうちどれですか。 

１ 持ち家（一戸建て）   ２ 持ち家（集合住宅）     ３ 賃貸 

４ 公営住宅        ５ 給与住宅（社宅・寮など） 

６ その他（具体的に：                ） 

 

 

 

はじめに、あなたご自身のことについてお聞きします 

回答欄 

共働きでない方 共働きの方 Ａ Ｂ 

共働きでない方 共働きの方 Ａ Ｂ 
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各設問について、次の中からあてはまる番号を回答欄に記入してください。 

問８ 本市に何年くらい住んでいますか。回答欄に数字を記入してください。 

 

問９ 本市に住むことになった一番の「きっかけ」は何ですか。 

１ 生まれたときから住んでいる ２ 自分以外の家族の都合 ３ 自らの進学 

４ 自らの就職・転勤・転職   ５ 自らの結婚・離婚   ６ 自らの出産・子育て 

７ 親や家族の介護       ８ 住宅事情 

９ 環境の向上         10 その他（具体的に：             ） 

 

問 10 引越しに際して、どのような「理由」で本市を選びましたか。あてはまるものを以下から最

大３つ選んでください。（問９で「１」を選んだ方は、居住場所としての朝霞市のよいとこ

ろを以下から最大３つ選んでください。） 

<交通・産業> １ 通勤・通学に便利である     ２ 道路事情がよい 

３ 広域的な公共交通の利便性が高い ４ 市内公共交通の利便性が高い 

５ 日常の買い物に便利である    ６ 就業の場が豊富である 

７ 住宅価格（家賃）や広さ、設備等の住宅環境がよい 

<安全・快適> ８ 治安がよい           ９ 市内交通環境が安全である 

<医療・福祉> 10 医療・福祉サービスが充実している 

<子育て> 11 子育ての支援制度や施設が充実している 

12 子どもが安心して過ごせる場所・環境が整っている 

<教育・文化> 13 学校教育の内容が充実している 

14 スポーツ施設や文化施設など、生活に潤いを与える施設が充実している 

<環境> 15 自然環境がよい         16 町並み（景観）がよい 

17 生活環境がよい（静かである、ごみ出しが便利など） 

<その他> 18 家族・親類が本市に住んでいる  19 まちのイメージがよい 

20 あらかじめ住宅が用意されていた（社宅等） 

21 その他（具体的に：                ） 

 

 

 

各設問について、次の中からあてはまる番号を回答欄に記入してください。 

問 11 将来、住宅を住み替える希望はありますか。 

１ 市内で住み替えたい        ２ 市外で住み替えたい 

３ 市内外問わないが住み替えたい   ４ 住み替えの希望はない 

＜問 11 で「２」「３」を選ばれた方にお聞きします＞ 

問11-1 市外で住む場合、候補地として検討している地域はどちらですか。候補地として高いもの

を以下から最大２つ選んでください。 

１ 和光市   ２ 志木市   ３ 新座市   ４ 富士見市   ５ ふじみ野市 

６ 三芳町   ７ 川越市   ８ さいたま市 ９ 戸田市    10 練馬区 

11 板橋区   12 東京 23区（練馬区、板橋区以外） 

13 その他（具体的に：                ） 

 

Ⅰ 本市に居住した「きっかけ」及び「理由」についてお聞きします 

年 

Ⅱ 住宅の住み替えについてお聞きします 

回答欄 

回答欄 

回答欄 
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＜問 11-2～11-4は、問 11で「１」「２」「３」を選ばれた方にお聞きします＞ 

問11-2 住み替えを希望する理由は何ですか。あてはまるものを以下から最大２つ選んでください。 

１ 住宅が手狭になるため        ２ 家賃等の支出を抑えるため 

３ 親等との同居・近居のため      ４ 子育て環境向上のため 

５ 教育環境向上のため         ６ 生活環境向上のため 

７ 生活利便性向上のため        ８ 通勤・通学の利便性向上のため 

９ その他（具体的に：                  ） 

 

問11-3 住み替え後の住宅は、どのような形態を希望しますか。 

１ 持ち家（一戸建て）     ２ 持ち家（集合住宅） 

３ 賃貸（一戸建て）      ４ 賃貸（集合住宅） 

５ その他（具体的に：                  ） 

 

問 11-4 住宅購入を検討する際に、中古住宅は検討対象となりますか。 

<新築のみ> １ 新築しか考えていない 

<中古住宅の可能性

もある方> 

２ 築 10年程度まで       ３ 築 20年程度まで 

４ 築 30年程度まで       ５ 築 30年以上でも可 

 

 

 

 

各設問について、次の中からあてはまる番号を回答欄に記入してください。 

問12 あなたは朝霞市に愛着はありますか。 

１ 愛着がある           ２ どちらかと言えば愛着がある   

３ どちらかと言えば愛着はない   ４ 愛着はない 

 

問13 地域とどのようなつながりをお持ちですか。あなたが持っている地域とのつながりとして当

てはまるものを以下から最大３つ選んでください。 

１ 自治会・町内会           ２ 近所付き合い 

３ 趣味・サークル           ４ 仕事や会社を通じたつながり 

５ 子どもを通じたつながり       ６ 地域のボランティア活動 

７ その他（具体的に：                        ） 

 

問14 まちづくりにかかわるとしたら、あなたはどれに取り組みたいですか。特に取組みたいと思

うものを以下から最大２つ選んでください。 

１ 若い世代が自治会・町内会の活動を担う ２ 身近な地域で高齢者や子どもを見守る 

３ 子育て・教育に係るボランティア活動  ４ 地域福祉に係るボランティア活動 

５ 知識や技能を生涯学習等に生かす    ６ まつりやイベント等でまちを盛り上げる 

７ 行政と協力して地域課題を解決     ８ NPOやビジネスを立ち上げ地域課題を解決 

９ 市政への参加             10 その他（具体的に：         ） 

11 取り組みたいと思わない 

 

 

回答欄 

Ⅲ 地域とのつながりについてお聞きします 

回答欄 
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各設問について、次の中からあてはまる番号を回答欄に記入してください。 

問 15 あなたは現在お子様が何人いますか。 

回答欄に数字を記入してください。 

問 16 現在のお子様の状況についてあてはまるものをすべて選んでください。 

１ 就学前の子どもがいる         ２ 小学生の子どもがいる 

３ 中学生の子どもがいる         ４ 中学校卒業以上 20歳未満の子どもがいる 

 

 

 

問 17 理想のお子様の人数は何人ですか。 

回答欄に数字を記入してください。 

 

問 18 現実的には、お子様を何人育てられそうですか。（今いるお子様も含めて） 

回答欄に数字を記入してください。 

 

＜問 18の現実的なお子様の人数が、問 17の理想のお子様の人数より少ない方（Ａ＞Ｂ）にお聞きします＞ 

問 19 現実的に育てられそうなお子様の人数が、理想のお子様の人数より少ないのはどうしてです

か。あてはまるものすべての番号に○をつけてください。また、その中で最も重要な理由を

１つ選び、◎をつけてください。 

１ 子育てや教育にお金がかかりすぎるから     ２ 家が狭いから 

３ 自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４ 子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５ 自分や夫婦の生活を大切にしたいから      ６ 高年齢で生むのはいやだから 

７ これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８ 健康上の理由から               ９ ほしいけれどもできないから 

10 パートナーの家事・育児への協力が得られないから 

11 パートナーが望まないから 

12 末子が世帯主の定年退職までに成人してほしいから 

13 その他（具体的に：                     ） 

 

問 20 子どもを生み育てやすくするためには、どのような取り組みが重要だと考えますか。 

本市が優先して取り組むべきと思うものを以下から最大３つ選んでください。 

１ 子育てや教育への経済的支援 

２ 子育て世帯に対する広い住宅への転居やリフォームに係る支援 

３ 男女ともに子育てしやすい職場の制度・環境整備の支援 

４ 子どもを安心して預けられる保育サービスの充実 

５ 子育て中の親の安定雇用の促進 

６ 子どもが安心して医療機関にかかれる体制や支援 

７ 出産への支援や情報提供 

８ 子どもが安全安心に過ごせる居場所づくりやまちづくり 

９ よりよい学校教育の提供や放課後教室の開催など教育環境の充実 

10 安心して楽しく子育てするための相談窓口や子育てネットワークなどのサービスの充実 

11 仕事と家庭生活を両立するための啓発 

12 その他（具体的に：                     ） 

 

Ⅳ 子育てについてお聞きします 

回答欄 

回答欄 

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
の
番
号
に
○
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な

理
由
を
１
つ
選
び
、
◎
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

人 

人 

人 

現在 

理想（Ａ） 

現実（Ｂ） 

回答欄 
回答欄 
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問21 本市で子どもを育ててよかった点は何ですか。また、今後改善されるとよい点は何ですか。

それぞれあてはまるものを以下から最大３つまで選んでください。 

１ 市の子育てに係る経済的支援の充実度 

２ 市の子育て世帯に対する広い住宅への転居やリフォームへの支援の充実度 

３ 仕事と家庭生活を両立できる就業環境の促進度 

４ 保育所等の充実度              ５ 放課後児童クラブ等の充実度  

６ 医療・母子保健サービスの充実度  ７ 自然環境の豊かさ  ８ 治安のよさ 

９ 道路通行等の安全度             10 遊び場やスポーツ施設の充実度 

11 生涯学習環境の充実度（図書館等）      12 子育てサークル等の充実度 

13 子育てに関する情報の充実度         14 学校教育の充実度 

15 塾や習い事など課外活動の場の充実度     16 地域の人間関係のよさ 

17 その他（具体的に：                     ） 

 

     ＜よかった点＞            ＜改善点＞ 

 

問 22 子どもを持ったとき（子どもを育てながら）の理想の働き方は次のうちどれですか。次の中か

らあてはまる番号を回答欄に記入してください。 

１ 家事・育児に専念する 

２ 子どもが小さいうちは家事・育児に専念する 

３ 家事・育児を優先し、可能な範囲で、短時間就労する 

４ フルタイムで就労する 

５ わからない 

 

■最後に、定住や子育て支援等について、ご意見などがありましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

皆さんのご意見を参考にしながら、よりよいまちづくりを進めていきたいと考えていますので、今後とも 

市政にご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

回答欄 


